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ろ過装置の製造販売、ショウエイ（川
崎市幸区新川崎、☎044・589・1601)
は、上水道の給水栓の水質をリアルタ
イムで監視する水質総合監視装置「優�
(Yuu)�シリーズ」を展開する。
濁度や色度、遊離残留塩素、水温、
水圧、pH、電気伝導率の最大7項目
で同時測定できる業界初の装置とい

う。
同監視装置には絶対的な安定稼働

が求められるため「相互診断機能」と
「定期自己診断機能」を搭載した。
このうち、「相互診断機能」では、測
定センサーに測定の安定性を高めるた
め、2回路センサーを装着。双方で測
定しながら、センサー間による測定差

や、センサー故障による感知反応劣化
を即時に検出する。
一方「定期自己診断機能」は、セン

サーの反応性や劣化を監視。毎日、定
期的に高感度反応や低感度反応を確
認しながら、センサー固有の劣化傾向
をつかむ。これにより、最適な時期での
交換ができる。センサー破壊などによる
トラブルも未然に防ぐという。
計測したデータは、同社独自のクラウ

ドサービス上に蓄積。遠隔地でもパソ
コンやタブレット端末上で確認できる。

測定項目の数に応じ、計4機種をライン
アップした。

算数が分からない子どもたちの中に
は「数の概念」を理解しないまま、やり
方だけを断片的に暗記するケースが数

多く見受けられ、やがては日常生活に
支障をきたすこともあるという。
ヴァーチュアスサークルとらしくは、
段階的に算数の土台を身に付けられる
教材「a�socca!（あそっか）」を、大学
教授の協力を得て共同開発しており、
現在、算数が苦手な子どもや、発達が
気になる子、未就学児などの教育現場
で広く使われている。
新会社は、同教材を広く普及させる

ために設立。資本金は310万円で、代
表にはヴァーチュアスサークルの関崎
淳一社長が就任した。
同教材をより広く利用してもらうた

め、教育・療育関係者をはじめ、3歳児
から小1範囲までを学習する子どもを
持つ保護者も対象に、サブスクリプショ
ン（定額利用）サービスによるオンライ
ンプログラムを提供する。
■教材のダウンロードも可能
月額330円と同550円、同990円の

コースを用意。遊びながら先取り学習で
きる動画コンテンツを配信したり、「数の
概念」を育むためのドリルがダウンロー
ドできたりする。
コースによっては同教材のPDFが閲
覧できるほか、関連する講演会を視聴で
きる。「将来は算数が得意になってほし

いと考える保護者に使ってほしいです」
（らしく・松木ゆう子社長）。
今後は小２以降の教材を開発し、ワ

ークショップなどを通じて同サービスも
提案。新会社として初年度1200万円
の売り上げを計画する。

柯社長は福建省出身。16歳の時に塗
装職人の道に進んだ。2008年11月に塗
装・防水工事の大華商事を設立した。
当初は職人として、現場で使う副資材
や施工道具などを業者から購入してい
たが、使い勝手が悪い資材・道具や、長
くモデルチェンジがされないものがあっ
た。「それなら自分で仕入れたり、新商
品を開発したりした方がよいのでは…」

と、数年後に大華物産を立ち上げた。
柯社長は中国メーカーとのネットワーク

を持っていたため、輸入販売のみならず、
現地企業に製造委託したオリジナル商
品開発にも着手。「自分も職人経験があ
り、今も現場を回って職人たちに道具の
使い勝手を聞いています。そんな生の声
を開発につなげています」と語る。
最近では、現場で資材を運搬するた

めの台車とカゴを一体化させた「DKカ
ゴ付き台車」を開発。この台車は一斗
缶などの不安定なものを積んで運ぶ際
の便利アイテム。整備されていない道で
も落ちずに安定して運べるという。
これ以外にも、現在までに約20種類
の自社商品を生み出す。「毎年1、2
商品のペースで、市場にないものを開発

しています」。
■フルハーネスを開発
こうした中、建設現場などでの作業員
の転落・堕落を防ぐフルハーネスを開発
した。
フルハーネスは22年1月に労働安全
衛生法が改正され、これまでメジャー
だった「胴ベルト型安全帯」の使用が一
部不可になった。代わりに新規格にのっ
とったフルハーネス型墜落制止器具の
着用が義務づけられた。

同社が販売するフルハーネスは1万
円台。大手企業の約半額という。販売
に必要な国の指定団体・産業安全技術
協会の認可も取得した。
大量発注と中国の工場で生産。大量
発注によりコストダウンを実現したという。
「（フルハーネスは）一番の売れ筋で
す。大量発注で在庫を持つリスクはあり
ますが、競合より安くてよい商品であれ
ば売れる確信があります」。今後はネッ
ト通販にも注力していきたいという。

建設業向け副資材の製造販売、大華物産（川崎市川崎区渡田東町、☎044・
333・2157）が次々とオリジナル商品を開発、ヒットを飛ばしている。関連会社・大
華商事（同市川崎区）で、実際に防水・外壁工事を展開。現場の職人たちが「あったら
いいな」と思うような商品の声を集め、開発に即反映させているためだ。ユーザーに
なる業界に参入していることで、生きたマーケティングを実践するとともに、中国に
ある20～30の協力工場と連携。商品化と低価格化を実現する。「よいものを安く
売る」（柯康仙社長）というスタンスで、業界シェアを伸ばす。

放課後等デイサービス運営のVirtuous Circle（ヴァーチュアスサークル、川崎
市麻生区はるひ野、☎044・322・8360）と、教材開発企業・らしく（同市麻生区）など
は、新会社「Cheriment（チェリメント）」を設立した。算数を苦痛に感じてしまう子ど
もたちがいる中で、身近なもので遊びながら、計算の土台になる「数の概念」が身に付
けられるオンラインプログラムを提供していく。

大華物産、中国の協力工場活用で低価格化も

ヴァーチュアスサークル、サブスクでプログラム提供
苦手な算数を得意に

ショウエイ、水質総合監視装置を展開

水質7項目の同時測定可能

職人経験生かし開発、ヒット飛ばす
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自分を守る！
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メディサイエンス・エスポア株式会社
川崎市幸区新塚越1-2 2-502
TEL 044-511-2214

お買い求めの方はこちら▶

ポストコロナ時代

前回までは、大人の知恵袋として「五
節句（ごせっく）」についてご紹介しました。
今回は、時代やコロナ禍を経て変化しつつ

あるご葬儀の在り方について、お
伝えしたいと思います。
コロナ前まで、葬儀業界では

核家族化から家族葬が主流に
なってきていました。現役世代で

は、交友関係が希薄になってきていること
から、お互いプライベートなことにあまり関

わらなくなってきていたり、高齢の方だと、
引退後は年々連絡が取れる人が減るな
ど、連絡しようにも知らせる術がないような
状況も増えてきています。
昔のように「（葬儀を）やらなくてはいけな
い」という風潮が薄れ、「みんな小さくやって
いるから、うちも…」「残された家族に費用

も手間も負担をかけたくない」といった理由
から、気持ちのある人だけで集まり必要最
低限に、という風潮が高まったことも、家族
葬が広まった一因でもあったかと思います。
忌引休暇としてもらうため会社に知らせ

るものの、参列やお香典などは辞退した
り、商売をやっていて跡継ぎがいるような

方であれば、社葬などで広く周知すること
まではしなくても、取引先へのお知らせや
ご挨拶を必要最低限行うようなスタイルが
当社でも増えてきています。
次回は、コロナ禍でのご葬儀とアフター

コロナの今について、お伝えしたいと思い
ます。� （fami友葬・清水ふじ代）

社長さんが知っておきたい社長さんが知っておきたい

～いまどきのご葬儀①～～いまどきのご葬儀①～




